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電話（F兼）29－2955

がんばろう
末　埼！

津波なんかに
負けない！

末崎の風土散策（10）
～恵比寿浜の「心字池」～

碁石恵比寿浜の上に「心事池」があった、大正13年8
月10日から数日間、末崎小学校の同窓会員が協力し、碁
石海岸の景勝を目的に恵比寿浜に心字池を開削しました。
場所は現在の　r岬」食堂前の駐車場地で、池は（心）の字形
に直径4m程に作られ、池の中心には心の点字を島の様に
配置し、湛えられた奇麗な水面に老松が映え誠に心和む池
であった。池からは水が溢れて恵比寿浜の砂利に滝（高さ
約3m）となって落ち、実に美事な景観であった。また、

寿浜の名称は池の西高台に恵比寿様が壊座しておられ

頃碁石崎山に防風林と
とからこうよばれてし

恵比
るこ
碁石の松林は文化13年

漁船の避難保護、魚付けのための浮魚根付魚の棲息を願い
植栽されたもので、この松の御山守として枚三郎（ゴザ屋
の祖先）が松の育成と、碁石浜の守り神として恵比寿様を
勧請し安置したのであった。

心字池は処々で見られ、近くは盛町に大正9年都立気仙
農学校が創設され、校舎前に池が作られ、これを心事池と
呼んでいた。また、東京大学の育徳園に夏目漱石の名作「姿
三四郎」で柔道の三四郎が飛び込んだ心字池の東大三四郎
池がある。更に京都大原の三千院奥に「寂光院」があり、
ここにも心字池がある。寂光院は平清盛の息女で高倉天皇
の皇后であらせられる建礼門院徳子は、源平合戦で漁氏に
敗れ我が子安徳帝（5歳）と共に長門壇ノ浦に入水されま
したが、一人助けられ出家し夫高倉天皇、我が子安徳帝や
平家一門の菩埠を弔いながら、ここで生涯を閉じられた院

た患比
農業学校
時の流れの
いっの間i

え去り残
ら今は見る
は出来ない。

（聖）r心事池J跡地（碁石　恵比須廉）
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新
年
度
を
逸
え
て

未
崎
地
区
公
民
館
長

近

　

藤

　

均

新
年
度
を
迎
え
、
4
月
8
日

に
末
崎
地
区
公
民
館
運
営
委
員

会
、
末
崎
町
振
興
会
代
議
員
会

を
開
催
し
、
平
成
2
5
年
度
の
事

業
計
画
・
予
算
・
新
執
行
部
な

ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

大
震
災
の
被
災
か
ら
復
興
推

進
を
最
重
点
に
、
各
種
研
修
会
、

講
座
を
計
画
し
生
渡
学
習
の
推

進
、
各
種
学
習
サ
ー
ク
ル
・
ス

ポ
ー
ツ
団
体
等
の
自
主
的
活
動

の
支
援
、
芸
術
文
化
活
動
の
育

成
に
努
め
る
な
ど
を
重
点
自
壊

に
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

大
船
渡
市
の
平
成
2
5
年
度
予

算
、
主
要
事
業
計
画
、
主
な
復

興
計
画
事
業
な
ど
が
決
ま
り
各

家
庭
に
広
報
と
し
て
配
布
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
小

河
原
地
区
道
路
新
設
事
業
、
細

浦
地
区
道
路
改
良
事
業
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
と
し
て
町
内

8
カ
所
に
1
4
2
戸
決
定
し
て

ま
す
が
住
宅
建
設
は
小
細
浦
を

除
き
、
平
成
2
6
年
度
以
降
に

な
る
よ
う
で
、
ま
だ
ま
だ
仮

設
住
宅
生
活
を
続
け
ざ
る
を
得

な
い
よ
う
で
す
。

災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
で

は
平
林
地
内
に
計
画
さ
れ
て
い

る
県
営
住
宅
館
戸
に
つ
い
て
は

現
在
計
画
を
進
め
て
い
る
段
階

の
よ
う
で
、
間
取
り
・
周
辺
環

境
整
備
・
集
会
所
の
設
置
な
ど

を
要
望
し
て
い
ま
す
が
利
用
者

の
希
望
を
取
り
入
れ
て
、
楽
し

く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
宅
を

建
設
し
て
い
た
だ
く
よ
う
住
民

の
声
を
県
の
関
係
者
に
要
望
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

参
考
に
な
る
事
例
・
希
望
な
ど

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
平
林
地
内
に
建
設
予

定
の
市
営
住
宅
1
1
戸
、
油
里
地

区
の
戸
建
住
宅
6
戸
に
つ
い
て

も
早
期
着
工
を
要
望
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

主
要
地
方
道
大
船
渡
広
田
陸

前
高
田
患
　
（
船
河
原
～
平
）

門
之
浜
・
碁
石
線
の
測
量
・
地

質
調
査
が
進
み
、
間
も
な
く
基

本
設
計
が
出
来
る
段
階
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
関

係
住
民
対
象
に
説
明
会
を
開
催

し
て
、
理
解
と
協
力
を
得
て
工

事
に
着
工
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
長
年
、
地
元
と
し
て
防

災
対
応
道
路
と
し
て
新
設
を
要

望
し
て
い
ま
す
が
、
地
権
者
の

方
々
、
住
宅
移
転
対
象
の
み
な

さ
ん
の
立
場
を
思
う
と
複
雑
な

心
境
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
早
期
完
成
を
お

顔
い
す
る
の
み
で
す
。

h
け
ゐ
K
V
d
y
n
y
畠

★
感
謝
状
授
与

昨
年
度
を
も
っ
て
御
退
任
な

さ
れ
た
末
崎
地
区
公
民
館
関
係

役
員
6
人
に
対
し
、
4
月
8
日
、

未
崎
地
区
公
民
館
か
ら
地
域
の

発
展
に
尽
力
し
た
と
し
て
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
。

受
賞
者
（
敬
称
省
略
）

末
崎
町
振
興
会
長
村
上
　
清
一

末
崎
地
区
公
民
館
運
営
委
員
長

神
坂
公
民
館
長

平
公
民
館
長

小
河
原
公
民
館
長

門
之
浜
公
民
館
長

後
藤
　
柴
男

村
上
　
健
司

鈴
木
　
軍
平

大
友
　
芳
也

尾
形
　
正
男

′
－
U

01S

る（

の
と
に

凱
上
池
か

あ
以
字
や

で
　
心
和
れ

に
心
ま
や
も
，
消
が
と

畏
凱
錮
課
抽
餌
に

★
公
民
館
関
係
新
任
役
畠

（
敬
称
省
略
）

末
崎
町
振
興
会
長
紀
室
輝
雄

末
崎
地
区
公
民
館
運
営
委
員
長

新
沼
眞
作

神
坂
公
民
館
長
　
武
政
久
夫

平
公
民
館
長
　
　
武
田
清
一
郎

小
河
原
公
民
館
長
　
村
上
　
東

門
之
浜
公
民
館
長
　
小
松
　
陽
市

★
碁
盤
寄
贈
さ
れ
る

こ
の
度
、
前
末
崎
町
振
興
会

長
の
村
上
清
一
様
よ
り
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
に
4
寸
3
分
足
付

き
碁
盤
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

貸
出
も
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

爵
象
り
め
り

☆
ス
マ
イ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
0
1

～
N
H
K
・
E
テ
レ
「
す
て
き
に

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
」
の
収
録
～

キ
ャ
ッ
シ
ー
中
島
さ
ん
が
、

お
集
ま
り
の
皆
さ
ん
に
キ
ル
ト

作
り
の
イ
ロ
ハ
を
教
え
ま
す
。

初
心
者
で
も
大
丈
夫
！

r
花
青
菜
で
楽
し
む
は
じ
め
て
の
キ
ル
ト
J

日
時
　
5
月
1
8
日
出

1
4
時
～
1
6
時
3
0
分

場
所
　
ふ
る
セ
ン
　
和
室

※
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る

様
子
が
番
組
で
放
映
さ
れ
ま
す
。

☆
デ
ジ
タ
ル
公
民
館

ま
っ
さ
き
支
援
活
動

◇
パ
ソ
コ
ン
・
ネ
ッ
ト
よ
ろ
ず
相
談

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
発

信
の
相
談
を
承
り
ま
す
。

日
　
時
　
5
月
1
日
0
0
9
時
～
1
2
時

1
3
時
～
1
6
時

2
日
㈲
9
時
～
1
2
時

日
日
㈲
1
0
時
～
1
2
時

1
3
時
～
1
6
時

1
2
日
潮
1
0
時
～
1
2
時

◇
竹
と
ん
ぼ
教
皇
リ
ー
ダ
支
援
活
動

日
　
時
　
5
月
1
1
日
闇
1
3
時
～
1
6
時

◇
霞
ヶ
関
ナ
レ
ッ
ジ
ス
ク
エ
ア

か
ら
の
ラ
イ
ブ
映
像

＝
霞
ヶ
関
寄
席
＝
　
講
談

日
時
　
4
月
2
6
日
胤
1
9
時
～

出
演
神
田
　
す
ず

※
場
所
は
い
ず
れ
も
ふ
る
セ
ン

☆
療
し
の
会

日
時
　
5
月
1
0
日
劇
1
3
時
～
1
6
時

封
日
㈲
1
3
時
～
1
6
時

填
二
所
　
ふ
る
セ
ン

裁
縫
道
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。


